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昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
「
万
が
一
の
こ
と
が

あ
っ
た
ら
…
」
と
、
終
活
や
相
続
対
策
を
検
討
す

る
方
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
昨
今
の
遺

言
書
に
関
す
る
法
改
正
を
踏
ま
え
、
書
き
や
す
く

な
っ
た
自
筆
証
書
遺
言
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

相
続
で
揉
め
や
す
い
家
族
と
は

　

「
相
続
は
揉
め
る
ら
し
い
け
ど
、
う
ち
に
は

〝
関
係
な
い
〟
か
ら
、
遺
言
書
な
ん
て
必
要
な
い
」

と
思
わ
れ
る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
で
す

が
、
本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
子
ど
も
が
い
な
い
夫
婦
の
場
合
、
何
も

相
続
対
策
を
し
て
い
な
け
れ
ば
、
亡
く
な
っ
た
配

偶
者
の
親
ま
た
は
兄
弟
に
も
、
亡
く
な
っ
た
配
偶

者
の
遺
産
を
相
続
す
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
残
さ
れ
た
配
偶
者
は
、
義
理
の
親
や
兄
弟

と
の
相
続
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
可
能
性

が
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
ず
は
、
下
記
の
相
続
リ
ス
ク
簡
易
診
断
チ
ャ

ー
ト
で
ご
自
身
の
「
相
続
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
可
能

性
」
（
以
下
、
「
相
続
リ
ス
ク
」
と
い
い
ま
す
）

を
簡
易
的
に
診
断
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ライフプランを考えるときに知っておきたい話題を取り上げて解説します

相続トラブルを防ぐ手段となる遺言書。利用促進を目的に、
自筆証書遺言の作成方式が緩和され、自筆証書遺言書保管制度が創設。
さらに死亡時の通知制度についても準備中。

遺
言
書
に
関
す
る
法
改
正
。

書
き
や
す
く
な
っ
た「
自
筆
証
書
遺
言
」
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例
え
ば
、
子
ど
も
が
２
人
以
上
い
て
、
自
宅
不

動
産
以
外
の
財
産
（
預
貯
金
等
）
が
あ
ま
り
な
い

と
い
う
場
合
に
は
、
ご
自
身
が
亡
く
な
っ
た
場
合

の
相
続
で
、
残
さ
れ
た
家
族
が
揉
め
る
可
能
性
が

「
高
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
ご
自
身
に
兄
弟
が
い
る
状
況
で
、
ご

自
身
の
親
が
、
自
宅
不
動
産
以
外
の
財
産
（
預
貯

金
等
）
を
ほ
と
ん
ど
持
っ
て
い
な
い
と
い
う
場
合

に
は
、
ご
自
身
が
、
親
の
相
続
の
際
に
、
相
続
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
「
高
い
」
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

相
続
リ
ス
ク
は
、
「
相
続
人
の
人
数
」
と
「
財

産
（
遺
産
）
の
構
成
」
に
大
き
く
影
響
さ
れ
ま

す
。
で
す
か
ら
、
相
続
人
の
数
が
多
け
れ
ば
多
い

ほ
ど
、
遺
産
全
体
の
う
ち
不
動
産
の
占
め
る
割
合

が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
相
続
で
揉
め
る
可
能
性

は
高
く
な
り
ま
す
。

遺
言
書
を
書
か
な
い
と

ど
う
な
る
？

　

人
が
亡
く
な
る
と
、
故
人
の
財
産
の
引
継
ぎ
が

行
わ
れ
ま
す
。こ
れ
が
、い
わ
ゆ
る「
相
続
」で
す
。

　

法
律
上
、
故
人
の
財
産
を
引
継
ぐ
こ
と
が
で
き

【 相続リスク簡易診断チャート 】

子どもが２人以上いる？

自宅不動産を所有？

全体財産に占める不動産の割合が

相続リスク 低

少ない

多い

NO

YES

相続リスク 低～中

相続リスク 中

相続リスク 高

YES

NO
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る
人
（
「
相
続
人
」
と
い
い
ま
す
）
は
、
配
偶
者
や

子
な
ど
と
い
っ
た
親
族
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

遺
言
書
が
な
い
場
合
、
故
人
の
財
産
（
遺
産
）
を

ど
の
よ
う
に
分
割
す
る
か
を
、
相
続
人
全
員
で
話

し
合
っ
て
決
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
話
し
合
い
を
「
遺
産
分
割
協
議
」

と
い
い
ま
す
が
、
相
続
人
全
員
が
納
得
し
な
い
限

り
、
遺
産
の
分
割
方
法
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
裏
を
返
せ
ば
、
誰
か
１
人
で
も
納
得
し
な

い
相
続
人
が
い
れ
ば
、
遺
産
の
分
割
方
法
を
決
定

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
最
悪
の
場
合
に
は
裁
判
所

で
の
手
続
き
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

遺
言
書
を
書
く
メ
リ
ッ
ト
は
？

　

こ
の
よ
う
に
、
相
続
人
全
員
の
合
意
が
必
要
と

な
る
遺
産
分
割
協
議
に
つ
い
て
は
、
家
族
が
抱
え
る

様
々
な
事
情
も
加
わ
り
、
相
続
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展

す
る
可
能
性
が
大
き
い
と
い
え
ま
す
。

　

一
方
で
、
遺
言
書
に
よ
り
、
遺
産
の
分
割
方
法

を
定
め
て
お
け
ば
、
前
述
の
よ
う
な
遺
産
分
割
協

議
は
不
要
と
な
り
、
相
続
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
こ
と

が
可
能
で
す
。
こ
の
際
、
遺
産
の
分
割
方
法
に
つ

い
て
は
、
「
遺
留
分
」
（
各
相
続
人
に
法
律
で
保

証
さ
れ
て
い
る
最
低
限
の
取
り
分
）
に
配
慮
す
る

必
要
が
あ
る
点
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

相
続
リ
ス
ク
簡
易
診
断
チ
ャ
ー
ト
で
相
続
リ
ス
ク

が
「
中
」
や
「
高
」
と
診
断
さ
れ
た
方
は
、
遺
言
書

作
成
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

遺
言
書
に
関
わ
る
法
改
正

　

遺
言
書
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
令
和
元
年

7
月
、
相
続
法
が
一
部
改
正
さ
れ
る
と
と
も
に
、

「
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
」
が
新
設
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
法
改
正
に
よ
り
、
自
筆
証
書

遺
言
が
、
形
式
的
に
も
、
実
質
的
に
も
書
き
や
す

く
な
り
ま
し
た
の
で
、
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

そ
も
そ
も
「
自
筆
証
書
遺
言
」

と
は
？

　

元
々
、
自
筆
証
書
遺
言
と
は
、
遺
言
作
成
者

が
、
そ
の
全
文
、
日
付
、
氏
名
を
自
書
（
自
筆
）

し
、
押
印
し
た
遺
言
書
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

第
三
者
が
関
与
す
る
こ
と
な
く
、
無
料
で
作
成

で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
が
、
全
文

を
自
筆
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
煩
わ
し
さ
や
保

管
状
況
に
よ
る
紛
失
や
改
ざ
ん
の
恐
れ
等
が
デ

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。　

自
筆
証
書
遺
言
の

作
成
方
式
の
緩
和

　

自
筆
証
書
遺
言
に
お
い
て
は
「
す
べ
て
自
筆
で

書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
厳
格
な
方
式

が
要
求
さ
れ
、
一
言
一
句
正
確
に
自
筆
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
点
が
負
担
と
な
り
、
そ
の
利
用

が
阻
害
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
自
筆
証
書
遺
言
の
利
用
を
促
進
す
る

観
点
か
ら
、
自
筆
証
書
遺
言
に
相
続
財
産
の
目
録

を
添
付
す
る
場
合
に
は
、
各
目
録
の
毎
葉
（
す
べ

て
の
ペ
ー
ジ
）
に
署
名
押
印
を
す
る
こ
と
を
条
件

に
、
こ
の
財
産
の
目
録
部
分
に
つ
い
て
は
自
書
す

る
こ
と
を
要
し
な
い
と
法
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
た

だ
し
、
目
録
以
外
の
本
文
部
分
に
つ
い
て
は
、

従
前
と
同
様
、
自
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

           「遺留分」とは              

　「遺留分」とは、いわば各相続人
が相続できる最低保証額です。自分
の相続分（実際の取り分）が、遺留
分（最低保証額）に満たない場合に
は、他の相続人に対して、この最低
保証額と実際の取り分との差額を請
求することができます（「遺留分侵
害額請求」といいます）。
　そのため、せっかく遺言書を作成
したとしても、特定の相続人にすべ
ての遺産を相続させるといった遺留
分を無視した遺産分割方法を定めた
場合には、取り分の少なかった相続
人から取り分の多かった相続人に対
し、「遺留分侵害額請求」がなされ
る等、相続トラブルに発展する可能
性があります。
遺言書を作成
す る 際 に は、
その点も考慮
しておきまし
ょう。
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し
た
自
筆
証
書
遺
言
を
国
の
機
関
で
あ
る
法
務
局

（
遺
言
書
保
管
所
）
に
保
管
し
て
も
ら
う
制
度
と

な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
制
度
を
利
用
す
る

か
ど
う
か
は
遺
言
者
の
自
由
で
す
の
で
、
従
前
の

と
お
り
自
分
自
身
で
遺
言
書
を
保
管
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。

遺
言
書
を
保
管
し
て
も
ら
う

と
き
の
流
れ

　

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
を
利
用
し
、
遺
言

書
を
保
管
し
て
も
ら
う
場
合
、
次
の
よ
う
な
流
れ
で

申
請
手
続
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

遺言書作成

法務局予約

法務局での
申請手続

　

ま
ず
、
右
上
の
囲
み
「
従
来
の
制
度
に
よ
る
自

筆
証
書
遺
言
」
に
書
い
て
い
る
よ
う
な
方
法
で
自

筆
証
書
遺
言
書
を
作
成
し
ま
す
。
こ
の
際
、
遺
言

書
の
内
容
自
体
を
法
務
局
に
相
談
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
必
要
な
方
は
弁
護
士
等
の
専
門

家
に
相
談
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

次
に
、
保
管
の
申
請
を
す
る
法
務
局
に
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
話
等
に
よ
り
保
管
申
請
の
予

約
を
行
い
ま
す
。
保
管
の
申
請
が
で
き
る
法
務
局

は
、
以
下
の
い
ず
れ
か
を
管
轄
す
る
法
務
局
に
限

ら
知
ら
れ
た
く
な
い
と
い
う
方
も
少
な
く
な
く
、

「
作
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ど
う
保
管
す
れ
ば
よ
い
か

分
か
ら
な
い
（
か
ら
作
れ
な
い
）
」
と
い
う
問
題
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
点
等
を
解
消
す
る
た
め
、
自

筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

「
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
」

と
は
？

　

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
と
は
、
読
ん
で
字

の
ご
と
く
、
遺
言
者
に
代
わ
り
、
遺
言
者
が
作
成

　

こ
の
法
改
正
に
よ
り
、
相
続
財
産
の
目
録
を
パ

ソ
コ
ン
等
で
作
成
す
る
一
方
で
、
本
文
部
分
を
左

記
の
よ
う
な
文
言
と
す
る
こ
と
で
、
「
自
筆
で
作

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
本
文
部
分
を
最
低
限

度
に
抑
え
て
、
遺
言
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
の

背
景

　

従
前
の
制
度
で
は
、
仮
に
、
自
筆
証
書
遺
言

を
作
成
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
保
管
方
法
次
第
で

は
、
遺
言
者
自
身
が
紛
失
す
る
等
に
よ
り
遺
言
書

が
遺
言
者
の
死
亡
後
に
発
見
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

相
続
人
の
間
で
遺
産
分
割
協
議
が
行
わ
れ
て
し
ま

う
可
能
性
が
あ
り
ま
し
た
。

　

き
ち
ん
と
保
管
し
て
お
け
ば
い
い
話
じ
ゃ
な
い

か
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
際
に
、

作
成
し
た
遺
言
書
の
内
容
を
家
族
に
知
ら
れ
た

く
な
い
、
そ
も
そ
も
遺
言
書
を
作
成
し
た
こ
と
す

　

遺
言
者
は
、
別
紙
１
の
不
動
産
を
長
男

●
●
に
相
続
さ
せ
る
。

            　　従来の制度による自筆証書遺言　　 　 　　

　元々、自筆証書遺言を作成する場合、遺言
作成者（遺言者）は、①自身の財産をすべて
リストアップ（棚卸）し、②相続人の範囲を確
認・確定した上で、③各相続人への分割方法
を決定し、④遺言書をすべて自筆で書く必要
がありました。また、遺言書作成後、遺言書
は自分自身で保管し、少なくとも自身の死後
に、相続人に遺言書を確認してもらう必要が
ありました。

相続財産の目録
の作り方

　相続財産の目録に
ついては、パソコン
で作成する方法以外
に、通帳や登記事項
証明書の写しを用い
ることも可能です。

財産の棚卸

相続人の確定

分割方法決定

遺言書作成
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ら
れ
ま
す
。

　

① 

遺
言
者
の
住
所
地

　
② 

遺
言
者
の
本
籍
地

　

③ 

遺
言
者
が
所
有
す
る
不
動
産
の
所
在
地

　

最
後
に
、
予
約
し
た
日
時
に
遺
言
者
自
ら
法
務

局
へ
行
き
、
遺
言
書
保
管
の
申
請
手
続
を
行
う
こ

と
と
な
り
ま
す
（
代
理
人
に
よ
る
手
続
は
認
め
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
）
。

　

そ
の
際
、
遺
言
書
と
と
も
に
あ
ら
か
じ
め
記
入

し
た
申
請
書
や
住
民
票
の
写
し
、
本
人
確
認
書
類

等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
必
要
書
類
に
不
備
等
が

あ
る
と
、
手
続
が
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
法
務
局
に
確
認
を
し
て
お
く
と

よ
い
で
し
ょ
う
。
な
お
、
遺
言
書
の
保
管
に
係
る

申
請
料
は
３
９
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

　

遺
言
書
保
管
の
申
請
手
続
を
行
う
際
、
遺
言
書

保
管
官
が
、
自
筆
証
書
遺
言
書
の
方
式
（
全
文
・

日
付
・
名
前
の
自
書
、
押
印
等
）
に
関
し
て
外
見

的
な
確
認
は
行
っ
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
、
自
筆

証
書
遺
言
書
保
管
制
度
を
利
用
し
た
か
ら
と
い
っ

て
、
遺
言
書
自
体
の
有
効
性
が
保
証
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
点
に
注
意
が
必
要
で
す
。

遺
言
書
保
管
後
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て

（
１
）
遺
言
者
が
生
存
し
て
い
る
場
合

　

ま
ず
、
遺
言
者
自
身
は
、
保
管
中
の
遺
言
書

を
閲
覧
す
る
こ
と
も
、
遺
言
書
を
返
却
し
て
も
ら

う
こ
と
も
可
能
で
す
。
な
お
、
保
管
中
に
住
所
変

更
等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
遺
言
書
保
管
官
に
対

し
、
届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
、
遺
言
者
以
外
の
相
続
人
等
は
、
遺
言

者
の
生
存
中
、
遺
言
書
の
内
容
を
一
切
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
点
か
ら
、
遺
言
者
と
し

て
は
、
安
心
し
て
保
管
を
任
せ
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

（
２
）
遺
言
者
が
死
亡
し
た
場
合

　

遺
言
者
が
亡
く
な
る
と
、
遺
言
者
の
相
続
人
等

は
、
遺
言
者
の
遺
言
書
が
保
管
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
遺
言
者
の
遺
言
書
が
存
在
し
て

い
る
場
合
に
は
、
そ
の
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

検
認
手
続
に
つ
い
て

　

自
筆
証
書
遺
言
書
に
つ
い
て
は
、
遺
言
者
の
死

亡
後
、
原
則
と
し
て
、
家
庭
裁
判
所
に
お
け
る
検

認
手
続
を
経
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
検
認
」
と
は
、
遺
言
書
の
偽
造
等
を
防
止
す

る
た
め
に
、
遺
言
書
の
状
態
を
「
保
存
」
す
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。
こ
の
検
認
手
続
に
つ
い
て
は
、

家
庭
裁
判
所
で
手
続
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
そ
の

際
、
故
人
や
相
続
人
の
戸
籍
謄
本
等
の
資
料
を

揃
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
と
て
も
面
倒
に
感
じ
る

も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
を
利
用

し
た
自
筆
証
書
遺
言
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な

面
倒
な
手
続
で
あ
る
「
検
認
手
続
」
が
不
要
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
は
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
の

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
の
１
つ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

な
お
、
自
筆
証
書
遺
言
が
封
印
さ
れ
て
い
た
場

合
に
は
、
開
封
せ
ず
に
家
庭
裁
判
所
の
検
認
手
続

を
経
る
必
要
が
あ
る
点
に
注
意
が
必
要
で
す
。

死
亡
時
の
通
知
制
度
に
つ
い
て

　

自
筆
証
書
遺
言
書
を
作
成
し
、
自
筆
証
書
遺
言

書
保
管
制
度
を
利
用
し
た
と
し
て
も
、
遺
言
者
の

死
後
、
遺
言
書
の
存
在
が
誰
に
も
気
づ
か
れ
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
遺
言
者
の
死
後
、
遺
言
者
が
指
定
す

る
者
に
対
し
て
、
遺
言
書
を
保
管
し
て
い
る
旨
を

通
知
す
る
こ
と
を
法
務
局
へ
依
頼
す
る
こ
と
が
で

き
る
制
度
が
現
在
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
制
度
が
施
行
さ
れ
れ
ば
、
た
と
え
遺
言
者

が
遺
言
書
を
書
い
た
こ
と
を
誰
に
も
伝
え
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
死
亡
後
、
相
続
人
等
に
対
し
て
、

遺
言
書
の
存
在
を
通
知
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
す
。
こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
４
月

以
降
に
施
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

以
上
の
と
お
り
、
遺
言
書
作
成
方
式
の
緩
和
や

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
の
新
設
に
よ
り
、
自

筆
証
書
遺
言
が
格
段
に
書
き
や
す
く
な
り
ま
し

た
。
気
に
な
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
自
筆
証
書
遺

言
書
を
書
か
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。


